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第２四半期連結累計期間業績予想数値と実績値の差異、営業外費用（為替差損）の計上 

及び 

通期連結業績予想数値の修正に関するお知らせ 

 

平成 27 年５月 11 日に公表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたします。 
 

記 

 

１．第２四半期連結累計期間業績予想数値と実績値の差異 

    （平成 27 年４月１日～平成 27 年９月 30 日） 
 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

1 株当たり

当期純利益

平成 27 年 5 月 11 日発表予想（Ａ） 
百万円

91,100
百万円

△1,400
百万円

△1,800
百万円 

△2,100 
円 銭

△61.55

実 績 値 （Ｂ） 86,898 △5,442 △6,744 △7,646 △224.13

 増 減 額 （Ｂ-Ａ） △4,202 △4,042 △4,944 △5,546 

増 減 率 （％） △4.6％ － － － 

（ご参考）前期実績        

（平成 27 年３月期第２四半期） 
115,808 1,332 2,785 2,624 76.94

 

２．通期連結業績予想数値の修正 

（平成 27 年４月１日～平成 28 年３月 31 日） 
 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

1 株当たり

当期純利益

平成 27 年 5 月 11 日発表予想（Ａ） 
    百万円

220,000
百万円

1,600
百万円

1,200
百万円 

400 
円 銭

11.72

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 187,900 △6,000 △7,500 △9,500 △278.44

 増 減 額 （Ｂ-Ａ） △32,100 △7,600 △8,700 △9,900 

増 減 率 （％） △14.6％ － － － 

（ご参考）前期実績        

（平成 27 年３月期） 
217,088 564 1,924 1,354 39.70
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３．第２四半期連結累計期間業績予想数値と実績値の差異の理由 

 

当社の業績は売上高につきましては SANYO ブランドの製品（液晶テレビ、ブルーレイディスクプレ

ーヤ等）の販売は好調であったものの一部の販売チャネルで価格競争の激化により液晶テレビの販売

が苦戦したこと等の理由により前回予想を下回る結果となりました。営業利益につきましても売上高

の減少及びメキシコ市場向け取引においてペソ安による採算の悪化等により前回予想を下回りまし

た。また、経常利益及び当期純利益につきましてはこれに加えて為替差損が発生しており、前回予想

を下回る結果となりました。 

 

４．営業外費用（為替差損）の計上 

 

昨今の為替相場のメキシコペソ安の影響等により、当第２四半期末におきまして、為替差損 1,381

百万円を営業外費用に計上いたしました。なお、上記の金額は、2015 年 9 月末時点の為替相場にお

ける為替差損であり、今後の為替相場の状況により変動いたします。 

 

５．通期連結業績予想数値修正の理由 

 

第３四半期以降、米国経済は順調に推移するものの、足元の雇用や消費が伸び悩むなど事業環境の不

透明さが続き、また、世界的にＴＶ需要が弱含むとみており、メキシコペソ安の影響を受けた上半期

の業績を反映した結果、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益ともに前回予想を下回る見込みで

あります。 

 

 

注：業績予想は、現時点で入手した情報に基づき判断したものでリスクや不確実性を含んで

おります。 

主要市場である米国をはじめ、海外の経済情勢の変化や製品価格及び為替の急激な変動な

どにより、実際の業績は見通しと異なることがあります。                      

以 上 

  
 


